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赤平
あ か ひ ら

 泰処
た い し ょ 刻狸のイメージをどう表現しようかと筆を持ったが、こんな生真面目なものになった。

もっと遊びがほしかった。篆書金文の作。

新井
あ ら い

 光風
こ う ふ う

書体・題材・形式全てが既定された状態での作品制作でイメージが湧きにくい。

常に思うことは線の命と存在感。不備な作だが、〝刻狸〟と共に対話の相手になっていただ

ければ幸甚です。

有岡
あ り お か

 𨛐崖
しゅんがい 「刻狸」の二字を金文体で書いてみた。金文が本来持つ温かみのある線の中にも切れ味鋭い

線を加えることで新鮮味が感じられる作になるよう心掛けて書いたつもりです。

井垣
い が き

 清明
せ い め い

付喪神
つ く も が み

の「刻狸
こ く り

さん」とは、「かわいい。」

思わず「狐狗狸
こ っ く り

さん」を連想した。占いの一種で、狐
きつね

・狗
い ぬ

・狸
たぬき

は当て字だ。タヌキが「狸」

〈ケモノヘン〉でなく「貍」〈ムジナヘン〉とは、古代中国人の知恵だ。

石川
い し か わ

 青邱
せいきゅう 金文で制作。二字の大きさに変化をつけ、伸びやかな線を主体に、空間の疎密、潤渇を入れ

単調にならないように工夫してみました。

石坂
い し ざ か

 雅彦
ま さ ひ こ 西周金文風を追ってみた。二文字の構成が難しく活き活きとした力強い感じで何とかした

かったが、今一物足りない間の抜けた狸になってしまった。

井上
い の う え

 秀
しゅう

花
か

御紹介頂いた「刻狸」の写真を拝見したとたん「うふっ」とその何とも言えない風貌に笑っ

てしまい、このままを作品にしたいと思いました。が、思ったより大変で、思った通りには

進みませんでした。

伊場
い ば

 英
え い

白
は く 狸のマスコットキャラクターは「かわいい太っちょ」ですが、すっきりスマートな

姿に表現してみました。

牛窪
う し く ぼ

 梧
ご

十
じゅう デザイン性を意識しながらも、造形の自然さを失わぬように心がけました。

温もりのある豊かな線質で「刻狸」の親しみやすさが表現できたかと思います。

大石
お お い し

 六
り く

田
で ん

刻狸はこよなく篆刻を愛しているらしい。必ずや篆書に造詣が深いと思う。展示された作品

を見て気に入ってくれると良いのだが！

のんびり日向ぼっこしながら眺めてもらいたいものだ。

大橋
お お は し

 洋之
ひ ろ ゆ き

刻・狸共に西周金文の形をイメージして書した。篆書では狸は貍になるので華やかな形とな

る。いづれの文字もヘンとツクリから成り左側にボリームがある形だ。この縦二文字をより

複雑な空間になるように心がけた。

大山
お お や ま

 九八
く は ち

ここ数年、李陽氷の「速ハ以テ勁ヲ取ル」の沈勁（心の深奧に沈む）をベースに制作中。今

回は、「刻狸」君の好感度アップを狙い、秦篆書法の空筆を我儘的に羽目外し、敢えて茶

目っ気を演出。やや深みに欠けたか……。

第16回 許我篆書展出品者目録（敬称略・五十音順）

テーマ「刻狸
こ く り

」
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岡野屋
お か の や

 宏一
こ う い ち

印刀を構え凛々しくも愛らしい刻狸をモチーフに。

河内
か わ ち

 君平
く ん ぺ い

刻は小篆では　 、睡虎地秦簡では　　　に書く。狸は小篆では「貍」　に書き、睡虎地秦簡

では　　　に書く。包山楚簡では　 に書き、曾侯乙墓でははっきりと　「鼠＋里」に作る。

本作は楚系簡牘文字の曲線に太細と潤渇をもたせて表現した。

小原
こ は ら

 道城
どうじょう 説文篆文の中から表情の好きな文字を選んで書きました。超長鋒の細い筆を使い呼吸の長い

書線にしました。用紙は今期が春なので、季節感の表現もあり、うす緑色を使用しました。

佐川
さ が わ

 蘆
ろ

州
しゅう

古代文字どうやって現代的感覚を注入するかを念頭に制作にあたりました。

佐藤
さ と う

 容齋
よ う さ い

刻狸は篆刻を愛する付喪神（つくもがみ）ということで、何かしらおかしみのようなものが

感じられる表現をしたいと思った。

刻も狸も左旁部は獣の象形であることから金文調の造字を試みてみた。

鈴木
す ず き

 響泉
きょうせん

趣くままの運筆を常に心がけています。

髙市
た か い ち

 乹
け ん

外
が い

いつも気にしているのは、品格のこと。文字として正しいかどうか。単純明快にして深さが

感じられるか等。

自身の人間性とは真逆の世界……。

髙木
た か ぎ

 聖雨
せ い う

田口
た ぐ ち

 巍嶂
ぎ し ょ う

今回、はじめて許我篆書展へ出展するにあたり、大好きな『石鼓文』や呉昌碩の雰囲気をイ

メージとして取り入れた。あまりオーバーな表現をせずに、基本を意識し、「静の中の動」

を求めたかったが……。

竹中
た け な か

 青琥
せ い こ

〝やせた狸〟イメージはわいてきません。やはり、ドッシリ、デップリ、アタタカくユーモ

ラス……制作はその路線で。

沢山の〝福〟がもたらされますように。

種谷
た ね や

 萬城
ばんじょう

可愛らしく穏和な表情の刻狸の画像から、金文を用い、曲線を多用し、柔和さをだした。

又、毛筆による変化多彩な線で、お茶目で、活発な性格を演出した。刻狸が多くの方から愛

されるキャラクターになりますように。

角田
つ の だ

 大
だ い

壤
じょう

定められた言葉、サイズでの制作は初めての経験で、特にイメージというものは沸かなかっ

たが、ある意味よい刺激も機会も頂いたように思う。西周金文を素材とし、字形も青銅器の

字形から大いにインフルエンスされた作品となった。

飛田
と び た

 冲
ちゅう

曠
こ う 印篆で、線の刻む刀意や動きを思い出し、安定した構成とリズムで統一感を出してみまし

た。
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仲川
な か が わ

 恭司
き ょ う じ

最初、刻狸の像のイメージを持って書いたが、どうも変化が出なく、当たり前になって面白

くない。そこで紙を横長にし、「刻」「狸」の偏と旁を違えて変化を出して飛んでるように

してみた。

中村
な か む ら

 素岳
そ が く 甲骨文より次に古い金文風の文字を用いて作品にしました。篆刻美術館の中庭にあるという

キャラクター刻狸を見ながら筆を走らせました。

日賀野
ひ が の

  琢
た く 戦国期肉筆に見られる篆書の早書きを試みました。姿は篆書ですが、筆意やリズム感は行草

書に通じます。曲線を多用した結果、まろやかな刻狸キャラクターに引き寄せられました。

廣
ひ ろ

畑
は た

 筑
ち く

州
しゅう 金文で書きました。

欝屈した感じを出したいと思い何枚もかいたものの一つです。

福田
ふ く だ

 丞
じょう

洲
しゅう

文字のバランスを考えたがなかなかうまくいかなかった。

松
ま つ

﨑
ざ き

 礼文
れ ぶ ん

篆書体を使用しながらも、現代的な作品を目指して、白と黒のバランスを意識した。

マスコットキャラクターのゆるかわいさは表現できなかったが、それはまた次回のお楽しみ

ということにしておこう。

柳
やなぎ

　 碧蘚
へ き せ ん 動きの少ない無機質の小篆に流れを取り入れ、二文字の造型を一体化させ一つの塊として表

現してみた。

山中
や ま な か

 翠谷
す い こ く

一般的に篆書というと、長脚でスマートな感じを抱きますが、今回、私は〝タヌキ〟を想像

して、縦画を短くし横への広がりを出そうとしました。少しでも愛くるしさが表現できたら

と試みたものです。

𠮷野
よ し の

 大巨
た い き ょ

篆書・古文を書く時は、中国明清の書家に想いを馳せます。呉昌碩の漢印・瓦當・塼文渉猟

の世界、趙之謙の曲線と切れ味、呉譲之の厚い深い線、斉白石の赤白の分間布白・密と疎。

サアーこの度の〝刻狸〟。どうする大巨。

渡邉
わ た な べ

 　麗
れ い

私が作品制作をする書室の中庭には狸が来ます。庭の柿の実が熟す頃には子狸を連れた家族

を見ます。美術館の刻狸くんも、日頃から愛すべき存在として我々を迎えてくれてありがと

う。いつも写真を撮らせて頂いてます。これからも篆刻をこよなく愛してのんびり日向ぼっ

こしながら印稿を考えて下さい。

篆刻美術館
会期：令和5年 4月29日(土) ～ 6月18日(日)


